社外秘
第〇号議案　株式会社〇〇〇〇の株式取得の件
20XX年XX月XX日開催　取締役会　付議資料
担当：経営企画部
1．決議事項
株式会社〇〇〇〇（以下「対象会社」）の発行済株式の〇〇％を、取得価額 〇〇百万円で取得し、子会社化すること、ならびに株式譲渡契約の締結を承認いただきたく、付議いたします。
決議案
当社は、株式会社〇〇〇〇の普通株式〇〇株（議決権比率〇〇％）を、総額〇〇百万円にて〇〇〇〇氏ほか〇名から取得すること、およびそのための株式譲渡契約を締結することを承認する。契約の細目は代表取締役社長に一任する。
2．提案の理由


記入のポイント：買収の目的、当社の戦略との関係、今この会社を買う理由を3〜5行で書きます。
3．取引の概要
	対象会社
	商号・所在地・事業内容・従業員数

	直近期の業績
	売上高 〇〇百万円、営業利益 〇〇百万円、純資産 〇〇百万円

	取得株式・持分
	〇〇株（〇〇％）

	取得価額
	〇〇百万円（アドバイザリー費用等 〇〇百万円は別）

	主な契約条件
	価格調整、表明保証・補償、競業避止、キーパーソンの継続勤務

	日程
	契約締結 20XX年XX月XX日、株式譲渡実行 20XX年XX月XX日


4．取得価額とその根拠
	算定方法
	株式価値のレンジ（百万円）
	取得価額との関係

	DCF法
	〇〇 〜 〇〇
	レンジ内

	類似会社比較法
	〇〇 〜 〇〇
	レンジ内

	結論（併用）
	〇〇 〜 〇〇
	取得価額 〇〇はレンジの下限寄り



	取得価額が示す倍率
	EV/EBITDA 〇.〇倍、年買法 〇.〇年、純資産倍率 〇.〇倍

	上限価格
	〇〇百万円（これを超える場合は見送る）

	算定書の作成者
	社内（経営企画部）／外部（〇〇）


記入のポイント：「どの方法で、どんな前提で算定し、取得価額がその中のどこにあるか」を1枚で示します。詳細は算定書を別添にします。
5．検討の経緯
	日付
	内容

	20XX年XX月
	案件の紹介を受け、初期検討を開始

	20XX年XX月
	秘密保持契約を締結、資料を受領

	20XX年XX月
	意向表明書を提出（提示額 〇〇百万円）

	20XX年XX月
	基本合意、デューデリジェンスを実施

	20XX年XX月
	DDの結果を受けて価格・条件を交渉、最終合意


記入のポイント：どんな情報を集め、どう検討して結論に至ったかを残す欄です。経営会議などでの検討日も書きます。
6．デューデリジェンスの結果と主なリスク
	項目
	内容
	対応

	
	
	

	
	
	

	
	
	


7．業績・財務への影響
	連結業績への影響
	売上高 ＋〇〇百万円、営業利益 ＋〇〇百万円（のれん償却後）

	のれんの見込額
	〇〇百万円（償却年数 〇年）

	資金調達
	自己資金 〇〇百万円、借入 〇〇百万円

	投資回収
	回収年数 〇年、IRR 〇％


8．添付資料
① 株式価値算定書　② デューデリジェンス報告書（要約）　③ 株式譲渡契約書（案）　④ 対象会社の事業計画
取締役会付議資料（株式取得の件）　　 / 
